
【様式】

平成３０年度 放課後子ども教室南会津地区研修会 実施報告書

（ 南会津 ）教育事務所

１ 実施期日 平成３０年８月２４日（金） 時間帯：９時２０分～１４時４０分

２ 会 場 南会津町 御蔵入交流館

３ 出席者数 総出席者数 計 ３９名 （男性１２名 女性 ２７名）

（内訳）○ 講話・実技研修講師 ４名

○ 放課後子ども教室コーディネーター及び指導員 ２４名

○ 南会津町教育委員会 １名 ○ 下郷町教育委員会 １名

○ 只見町教育委員会 ５名 ○ 南会津教育事務所 ４名

４ 研修会概要

１ 開会行事 （ ９：２０～ ９：３０）

（１）開会のことば

（２）主催者あいさつ 福島県教育庁南会津教育事務所長 佐藤 則之

（３）日程説明・諸連絡

２ 講 話 （ ９：３０～１０：３０）

「子どもとの関わりで大切にしたいこと」

福島県教育庁南会津教育事務所 指導主事 遠藤 充彦

○ 子どもの見方・とらえ方

○ 演習①…リフレーミングの考え方

○ 演習②…褒める褒められる体験

○ 演習③…学び方の違い

○ じゃがいもの実験

○ 子どもとの通じ合いを目指して(まとめ)

３ 実技研修Ⅰ（１０：４０～１２：００）

「子どもたちの好奇心を呼び起こす工作教室」

ふくしま森の科学体験センター

ムシテックワールド 齋藤 隆之 氏

○ 身近な物でできる簡単工作集

４ 昼食休憩 （１２：００～１３：００）

５ 実技研修Ⅱ（１３：００～１４：３０）

「ゲームを通して相手を理解し、信頼関係を深めよう」

福島県会津自然の家

社会教育主事 佐藤 亮 氏 ・ 渡辺 聡 氏

○ まえうしろ ○ フラフープＵＦＯ

○ ファイブアタック ○ キャッチ 他

６ 閉会行事 （１４：３０～１４：４０）

（１）総括 福島県教育庁南会津教育事務所 次長兼総務社会教育課長 高橋 正敏

（２）諸連絡

（３）閉会のことば



５ 感 想

＜講話＞

○ じゃがいもとの対話を通し、大切なことを学んだ。内容の深さを感じた。

○ 特別な支援を要する子どもに限らず、全ての子どものために参考にさせていただきたい。

○ じゃがいもを使用するなど、今まで経験したことのないような研修でした。子どもたちとの関わ

りでも想像のつかないようなことが起こるので、良い経験になりました。

○ じゃがいもとの対話を参考に何事にも一生懸命関わりを持つ姿勢、子どもに向き合う姿勢が大切

であることが理解できた。

○ じゃがいもの実験…最初は何に使うのもわからない状況だったが、３分間の対話を通して本当に

愛着が湧いてきた。子どもとの関わり方、参考になることが多かった。現場に戻ってからチェック

シートをやったり、資料を読み返したい。

○ 子どもとの関わり方を考える良い時間だった。

○ リフレーミングの考え方に興味を持った。今後の子ども教室に活かしていきたい。

○ 何事もプラス思考で子どもたちと向き合い、子どもたちの後ろ、もしくは横に立って同じ方向を

見ることを大切にしようと思います。心に響きました。

○ 二学期の活動から実践してみます。子どもたちの良いところを褒めて育てていきたいです。

○ 共感。子どもの気持ちになって。自分が変わる。いつもこんな気持ちで子どもと接することがで

きるようにがんばります。

○ どうしても自分の目線、価値観で子どもに接してしまいがちであったと反省しました。

○ とてもためになる講話でした。この講話は現在子育て中のお父さんやお母さんたちにも聞いても

らえたらと思いました。

＜実技研修Ⅰ＞

○ 身近な道具で楽しい遊びができること、とても参考になりました。

○ すぐに実践できそうなので、早速やってみたいと思います。

○ 工作が簡単なのが良かった。飽きっぽい子どもたちでも楽しくできそう。

○ 身近な材料で「物」を作ることができ、それを楽しく活用できると思います。

○ もう少し時間がほしかった。

○ 簡単に熱中して遊べる物が作れて楽しかった。

○ とっても楽しかった。自宅でもやってみようと思った。材料が全て身近な物なのが良かった。

○ とても簡単にできて子どもたちも喜びそうなので、これからの活動に使わせていただきます。

○ 簡単に作れて楽しく遊べる。すばらしいです。子どもたちと作り、遊びます。

○ 身近にある簡単な材料で短時間でできる工作活動は、子どもたちも喜んで楽しく取り組める。

＜実技研修Ⅱ＞

○ ゲームを通して楽しく学ぶことができた。今後の活動の参考にしたいです。

○ 簡単そうで意外と難しいという「おもしろさ」を味わうことができた。

○ 子どもを静かにさせる方法なども教えてもらえて良かった。

○ こんなに大きな声を出して笑ったり遊んだりできたのは久しぶりです。

○ とても楽しく活動できました。子ども教室でも実践してみたいです。

○ 道具も使わず、集中力を高め、とても楽しく活動できる。とても良かったです。

○ ゲームは非常に楽しかったです。子どもと一緒にやってみたいです。

○ 簡単なゲームであってもとても楽しく、子どもたちも飽きないで時間を過ごせそうです。

○ 頭を使ったり、体を動かしたり、本当に楽しいゲームでした。いっぱい笑いました。

○ 童心に返って楽しむことができた。



＜全体を通して＞

○ 一つ一つの研修がとても身近でわかりやすく良かった。時間的にも１時間程度とちょうど良い時

間だった。すぐに活動に活かしたいです。

○ 全般を通してとても良い内容でした。今後も楽しみにしております。

○ 野外活動の例なども教えていただけると嬉しいです。

○ すぐに活用できる工作、ゲームが盛りだくさんで勉強になった。またお願いします。

○ 今回の研修会に参加できて良かったです。指導員として今後に役立てていきたいと思います。

○ 全ての内容がとても参考になりました。また次回も参加したいと思います。

○ 次回もレクリエーション活動を入れていただけると嬉しいです。

○ いろいろ勉強になることが多く、すごくためになりました。来年度も開催してください。

○ ２学期が始まる前にこのような機会を与えていただき、ありがとうございました。

○ 子どもに対する接し方が昔とは違って難しくなってきているので、このような研修会はとてもた

めになります

６ 成果・課題

【アンケート結果】

◇講話について

大いに参考になった ２４名 ある程度参考になった １名 参考にならなかった ０名

◇実技研修Ⅰについて

大いに参考になった ２５名 ある程度参考になった ０名 参考にならなかった ０名

◇実技研修Ⅱについて

大いに参考になった ２５名 ある程度参考になった ０名 参考にならなかった ０名

【成 果】

○ 今回は、南会津教育事務所で特別支援を担当している遠藤指導主事に特別支援の視点から講話を

してもらった。１時間という短い時間であったが、具体的でわかりやすく、参加者の方々へもしっ

かりと理解していただける内容であった。子どもとの関わり方で悩んでいらっしゃった方々にとっ

ては最高の中身であったと思う。

○ これまで好評であったレクリエーション活動に工作活動を加え、今回は実技研修を二本立てで行

ってみた。午前の講話の時間を１時間に設定したことで、時間にゆとりができたこともあり、前年

度踏襲からの脱却も考えていたので良い試みであったと思う。参加者の方々からも絶賛の声が多く

寄せられ、時間設定・時間配分もちょうど良かったと感じた。

【課 題】

● 今回の研修会は、児童クラブや幼稚園・保育所・小・中・高等学校関係者も対象としていたが、

そこからの参加者はなかった。周知方法を今後検討していきたい。


